※　本書面は申立書を補うものです。申立書とともに提出してください。

※　本書面は相手方から申請があれば，見せたり，コピーを取らせることがあります。

※　本書面は申立書を補うものです。申立書とともに提出してください。　　　　　　
※　本書面は相手方から申請があれば，見せたり，コピーを取らせることがあります。
※　本書面は，被相続人ごとに，申立人１人につき１通ずつお書き下さい。


事　情　説　明　書（特別の寄与）
令和　　　年　　　月　　　日

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　印
１　あなたと被相続人の関係について

　私は被相続人の(　　　　　　　　　　　　　　　　　　)にあたる。
２　遺産の範囲について

□遺産の内容について知っている。　
□一部の遺産の内容について知っている。

□遺産の内容については知らない。
※遺産の内容について知っている場合，遺産目録を提出してください。
３　遺言書について

遺言書はありますか。□ある　□ない　□分からない

※　「ある」の場合は，以下の質問にお答え下さい。

(1)　遺言書の種類

　□公正証書遺言　□自筆証書遺言(検認未了)
□自筆証書遺言検認済：　　家庭裁判所　　支部　平成・令和　　年(家)第　　　　号
(2)　遺言書を所持している人
　□申立人(　　　　　　)□相手方(　　　　　　)□その他(　　　　　　)
(3)　遺言書の内容はわかりますか。□はい　□いいえ

※なお，遺言書をお持ちの方は，写しを提出してください。
４　事前の協議について

(1)　これまでに特別の寄与に関して，相手方と協議はしましたか。
□はい→(２)へ　□いいえ

(2)　事前の協議はまとまりましたか。
□はい→(3)へ
□いいえ→(協議がまとまらなかった理由を記載して下さい。)

(3)　合意書は作成しましたか。

□はい　　□いいえ　
※合意書を作成した場合，写しを提出してください。
(4)　今回の申立ては，次のどの類型に当てはまりますか。どれにも当てはまらない場合は，「その他」に具体的に記入してください。
□療養看護　⇒具体的に記入してください。
(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　)
□家事従事　⇒具体的に記入してください。
(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　)　
□その他(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　)
５　相手方について
　(1)　相手方は本件申立てをご存知ですか。

□全員知っている。　□全員知らない。
□相手方　　　　　　は知っている。

　(2)　相手方に代理人弁護士は選任されていますか。または，見込みがありますか。

　　　□不明

　　　□　　　　　　　　　弁護士(　　　　弁護士会)が選任されている(選任見込)。

　　　　ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ

　(3)　相手方の調停期日への出席は見込まれますか。出席困難な事由(病気等)はな
いですか。
　　　□不明

　　　□調停には出席すると思われる。

　　　□調停には出席しないと思われる。
	(理由)


６　関連事件について
(1)　被相続人の遺産分割は，すでに終了していますか。

□終了している。
　 ⇒家庭裁判所の調停や審判で終了した場合には，その裁判所名と事件番号をわかる範囲でご記入ください。
(　　　　　家庭裁判所　　　　支部，令和　　　年(家　)第　　　　　号)
□終了していない。　

⇒家庭裁判所の調停や審判が係属中の場合には，その裁判所名と事件番号をわかる範囲でご記入ください。
(　　　　　家庭裁判所　　　　支部，令和　　　年(家　)第　　　　　号)
□分からない。
(2)　本件の相手方以外にも，特別寄与料の請求をしていますか。
□請求している。(その相続人の名前　　　　　　　　　　　)
□今回の申立てと同一裁判所に同時に申立てをした。
⇒今回とは別に，家庭裁判所に調停や審判の申立てをした場合には，その裁判所名と事件番号をご記入ください。
(　　　　　家庭裁判所　　　　支部，令和　　　年(家　)第　　　　　号)
□請求していない。
(3)　あなた以外に，親族の中で特別寄与料の請求をしている人がいますか。

□いる。(その人の名前　　　　　　　　　　被相続人との続柄　　　　　　)
□いない。　　　　　　　　　　　□分からない。
７　その他
　　その他参考になることがあれば記載してください。
	


相手方と協議をしていない具体的な理由





事前の協議がまとまらなかった具体的な理由
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